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月
定
例
会
は
12
月
10
日
（
木
）

　
　

か
ら
14
日（
月
）ま
で
の
５

日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
条
例
関
係
６
件
（
選
挙
運

動
公
費
負
担
条
例
新
設
や
、
税
特

別
措
置
条
例
の
改
正
）、
計
画
変
更

１
件
、
大お

お
あ
ざ字

と
字あ

ざ

区
域
変
更
１
件
、

補
正
予
算
６
件
（
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
）
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た

11
月
30
日
付
け
で
請
願
が
提
出
さ

れ
、
12
月
10
日
本
会
議
後
に
付
託

を
受
け
た
総
務
常
任
委
員
会
で
審

査
を
行
い
、
最
終
日
本
会
議
で
審

議
し
た
結
果
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。 12

12月

定 例 会 の
あ ら ま し

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
１
６
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
１
６
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
１
６
万
円
追
加

改
築
経
費
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

　

町
長
は
長
期
総
合
計
画
に
あ
る
事
業
が
町

政
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
と
し
て
い
た
が
、
役
場

庁
舎
改
築
が
突
然
新
規
計
上
さ
れ
た
。
現
状

は
新
型
コ
ロ
ナ
や
町
人
口
減
に
対
応
す
る
施

策
が
優
先
で
、
無
計
画
性
を
議
会
は
許
す
訳

に
い
か
な
い
。

吉
田
克
則
議
員

喫
緊
の
課
題
を
優
先
す
べ
き

役
場
庁
舎
改
築
に
関
し
て
、
議
員
数
名
で

庁
舎
内
部
を
見
て
き
た
。
今
後
の
長
期
的
な

支
払
を
見
て
も
有
利
な
起
債
が
使
用
で
き
、

決
し
て
町
民
の
負
担
増
に
は
な
ら
な
い
の
で

こ
の
補
正
予
算
は
適
正
で
あ
る
。 吉

村
守
広
議
員

町
民
負
担
を
考
え
れ
ば
予
算
は
適
正

討
論

原案可決（賛成 8：反対 4）

反
対

賛
成

項　　目 内　　　容

１．選挙運動用自動車使
　用に係る費用限度

ハイヤー方式 322,500 円

個別契約方式 179,300 円

２．選挙運動用ビラ作成
　に係る費用限度

町長選挙の場合 37,550 円

議員選挙の場合 12,016 円

３．選挙運動用ポスター
　作成に係る費用限度

上 限 額 75,753 円
※1

　

核
兵
器
は
非
人
道
的
な
違

法
兵
器
と
し
て
明
文
化
さ
れ

た
が
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
核
兵
器
全
面
禁
止
に
努
力

す
べ
き
で
、
塙
町
も
非
核
宣

言
を
し
た
町
と
し
て
国
へ
意

見
書
を
提
出
す
べ
き
。

金
澤
太
郎
議
員

非
核
宣
言
の
町
と
し
て

　
　
　
　

意
見
書
提
出
を

少
数
意
見

請願不採択（賛成 5：反対 7）
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補
正
予
算
内
容
と
質
疑

補
正
予
算
内
容
と
質
疑

【
主
な
内
容
】

・
庁
舎
改
築
実
施
設
計
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
５
６
万
円

　

役
場
庁
舎
改
築
時
に
係
る
設
計
業
務
委
託
で
、
令
和
２
年
度
中
に
事
業
着

手
す
る
こ
と
で
、
通
常
役
場
改
築
工
事
に
は
使
え
な
い
有
利
な
起
債
が
該
当

と
な
る
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
休
業
補
償　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
３
７
万
円

　

令
和
３
年
１
月
中
旬
よ
り
、
約
１
ヶ
月
間
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
全

館
休
館
と
な
る
が
、
そ
の
際
の
固
定
費
等
を
指
定
管
理
者
の
㈱
塙
町
振
興
公

社
へ
補
償
す
る
。

【
主
な
内
容
】

　

塙
町
議
会
議
員
と
塙
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
、
選
挙
運
動
用

自
動
車
使
用
や
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
作
成
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
作
成
に
係
る
各
種
費
用
に

つ
い
て
、
上
位
法
で
あ
る
公
職

選
挙
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
新
し
い
条
例
制
定
。

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
　

役
場
庁
舎
改
築
は
、
起
債
事
業

　
　

が
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
事
業
最
終
年
度

で
あ
る
今
年
度
着
手
な
の
か
。

　
　

平
成
29
年
当
時
、
庁
舎
の
簡
易

　
　

修
繕
で
対
応
し
て
き
た
が
、
町

民
の
利
便
性
を
考
え
た
場
合
大
規
模

改
修
等
が
必
要
で
、
庁
舎
改
築
は
基

本
的
に
起
債
対
象
事
業
と
は
な
ら
な

い
が
、
今
回
は
事
業
該
当
に
な
る
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。
今
回
着
手
で
き
な

け
れ
ば
、
今
後
毎
年
５
千
万
円
ず
つ

基
金
に
積
ん
で
20
年
後
と
な
る
が
、

多
額
の
基
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

町
民
の
た
め
に
な
る
の
か
と
い
う
思

い
。
起
債
と
な
れ
ば
分
割
払
が
可
能

で
、
町
民
の
た
め
を
考
え
た
負
担
の

少
な
い
事
業
だ
と
考
え
る
。

　
　

庁
舎
改
築
の
起
債
償
還
見
通

　
　

し
は
。

　
　

令
和
６
年
度
完
成
と
す
れ
ば
、

　
　

償
還
は
令
和
11
年
度
か
ら
30
年

と
な
る
見
込
み
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
休
業
補
償

　
　

は
ど
の
よ
う
に
算
出
し
た
の
か
。

　
　

施
設
改
修
に
伴
い
町
か
ら
33
日

　
　

間
の
休
業
要
請
を
行
う
も
の

で
、
期
間
中
の
固
定
費
や
人
件
費
を

算
出
し
た
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
事
業
分
析

　
　

委
託
料
の
詳
細
は
。

　
　

経
営
健
全
化
に
向
け
コ
ン
サ
ル

　
　

に
委
託
し
、
プ
ロ
の
視
点
か
ら

事
業
分
析
や
施
設
改
修
の
助
言
を
い

た
だ
き
よ
り
よ
い
運
営
を
目
指
す
。

ＡＡ QQ

ＡＡ QQQQ ＡＡ QQＡＡ

補
正
予
算
内
容
と
質
疑

選
挙
運
動
公
費
負
担

選
挙
運
動
公
費
負
担

条
例
制
定

条
例
制
定

選
挙
運
動
公
費
負
担

条
例
制
定

【
請
願
の
内
容
】

・
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
国

際
憲
章
等
に
反
す
る
違
法
な

も
の
と
し
て
核
を
明
文
化
し

た
。

・
条
約
内
容
は
、
あ
ら
ゆ
る

核
兵
器
に
関
す
る
活
動
を
禁

止
し
、
被
爆
者
へ
の
援
助
責

任
も
明
記
さ
れ
た
。

・
条
約
へ
の
参
加
や
調
印
・

批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
総

理
と
外
務
大
臣
へ
提
出
し
て

ほ
し
い
。

建設から半世紀経過の役場庁舎

質
疑
質
疑

少
数
意
見

　

委
員
会
審
議
で
多

数
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
意
見
の
こ
と
。

？

少少少
？

庁
舎
改
築
と
は

　

新
し
く
建
て
直
す
こ
と

？

？

請
願
審
査

請
願
審
査

請
願
審
査

※ 1 ポスター掲示場 51 箇所の場合

質
疑
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問登壇議員一覧 ページ

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員 ・町の諸課題解決施策 Ｐ５

吉
よしだ

田 広
ひろあき

明議員
・町の知名度アップ戦略

・民民契約の解釈

・農業施策
Ｐ６

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員 ・役場庁舎改修関連 ・新型コロナ対策 Ｐ７

鈴
すずき

木　　茂
しげる

議員
・イノシシ被害軽減策　

・台風被害からの復旧など

・旧焼酎工場跡地利用
Ｐ８

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員
・こども園の遊具設置

・役場内システム危機管理

・農政諸課題
Ｐ９

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員
・役場庁舎改修　　

・町政の諸課題

・湯遊ランドはなわ管理費
Ｐ10

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員
・米所得確保策　　

・Ｂ &Ｇプール利用状況

・旧焼酎工場跡地利用
Ｐ11

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員 ・町づくりの諸課題 ・役場庁舎整備 Ｐ12

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久議員 ・新型コロナ対策 ・町政の諸課題 Ｐ13
スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

議案第 64 号 塙町議会議員及び塙町長選挙の選挙運動公費負担条例制定

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第 72 号 令和 2年度塙町一般会計補正予算（第 5号）

原　
　
　

案　
　
　

可　
　
　

決

議員及び町長選挙運動における、選挙用自動車使用、ポスター
やビラ作成費用の公費負担に関する条例制定。 

1億 616 万円増額補正し、予算額 82 億 5,817 万円とする。
主な内容は、役場庁舎改築設計委託料や湯遊ランドはなわ休業補償による。

議案第 65 号 塙町表彰条例の一部改正 議案第 73 号 令和2年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

町表彰条例の「自治功労表彰」と「民生福祉功労表彰」の表
彰基準を変更する条例改正。

139 万円増額補正し、予算額 9億 6,672 万円とする。
主な内容は、市町村国保ヘルスアップ事業業務委託による。

議案第 66 号 塙町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 議案第 74 号 令和 2年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第 2号）

令和2年福島県人事委員会勧告の内容に準拠した、年間支給月数
を0.05月下げるための条例改正（改正前：3.35月→改正後：3.30月）。

5,520 万円増額補正し、予算額 1億 9,051 万円とする。
主な内容は、台宿地区施設修繕に係る工事請負費の増による。

議案第 67 号 職員の給与に関する条例の一部改正 議案第 75 号 令和 2年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号）

令和 2年福島県人事委員会勧告の内容に準拠した、通勤手
当支給に関する基準額の変更をする条例改正。

96 万円増額補正し、予算額 2億 1,451 万円とする。
主な内容は、終末処理場汚泥処理業務委託による。

議案第 68 号 塙町税特別措置条例の一部改正 議案第 76 号 令和 2年度塙町介護保険特別会計補正予算（第 3号）

上位法である地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化に関する法律が一部改正になった事による条例改正。

2,514 万円増額補正し、予算額 10 億 8,412 万円とする。
主な内容は、介護サービス給付費（訪問介護等）増による。

議案第 69 号 塙町後期高齢者医療に関する条例の一部改正 議案第 77 号 令和2年度塙町上水道事業会計補正予算（第1号）

延滞金等の地方税法改正が令和３年１月１日から施行されること
に合わせて、町条例該当条文の文言を変更する条例改正。

収益的収入を 34 万円減額、支出を 159 万円減額し、資本的
収入を 150 万円減額、支出を 10 万円減額する補正予算。

議案第 70 号 塙町辺地総合整備計画の変更 請願第 2号 日本政府に核兵器禁止条約の調印・批准を求める意見書提出請願 不
採
択

令和2年度に実施予定の湯岐辺地内の事業の費用変更に伴
う、整備計画の一部変更。 

日本の核兵器禁止条約への調印等を求める請願で、総務常任委員会で
集中審議を経て本会議採決の結果、賛成少数となり不採択とした。

議案第 71 号 大字及び字の区域変更

地籍調査に伴い、大字等の区域変更が生じた。具体的には、
「川上９地区」における飛び地の字区域を隣接地へ変更する。

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表
　
　
　

水
稲
カ
メ
ム
シ
に

よ
る
塙
町
の
斑
点
米
被
害

状
況
は
。

　
　
　

色
彩
選
別
機
を
通

し
て
も
一
等
米
が
８
割
、

二
等
米
が
２
割
弱
と
昨
年

比
約
10
倍
の
被
害
と
推
測

す
る
。

　
　
　

行
政
が
こ
の
問
題

へ
積
極
的
に
対
策
を
す
る

べ
き
で
、
昨
年
雨
で
中
止

と
な
っ
た
河
川
焼
き
払
い

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

検
討
し
て
み
る
。

　
　
　

昨
年
の
台
風
19
号

被
害
復
旧
対
策
の
進
捗
状

況
や
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　

道
の
駅
付
近
の
久

慈
川
と
川
上
川
合
流
点

の
川
砂
除
去
が
始
ま
り
、

徐
々
に
進
ん
で
い
る
。

　
　
　

植
田
地
内
の
河
川

内
土
砂
堆
積
物
除
去
は
ど

こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
　

現
地
調
査
が
実
施

さ
れ
た
が
、
県
に
よ
る
事

業
は
ま
だ
聞
い
て
い
な

い
。

　
　
　

道
の
駅
付
近
の
川

砂
を
、
土
の
う
袋
や
家
庭

な
ど
で
の
再
利
用
は
可
能

か
。

　
　
　

県
管
理
で
あ
り
、

再
利
用
可
否
に
つ
い
て
聞

い
て
み
る
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
被
害
に

つ
い
て
の
捕
獲
状
況
や
今

後
の
対
策
は

　
　
　

令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の

駆
除
捕
獲
数
は
１
２
８
頭
。

そ
れ
以
降
か
ら
12
月
４
日

ま
で
の
狩
猟
期
間
は
36
頭
。

結い・絆

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員

町
の
諸
課
題
へ
の
早
期
対
策
を

職
員
と
共
に
対
応
し
て
お
り

議
会
か
ら
の
協
力
も
お
願
い
し
た
い

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁

質
問

答
弁

　
　
　

狩
猟
期
間
終
了
後
の
駆

除
を
期
待
す
る
農
家
の
人
が
多

い
。
猟
友
会
の
駆
除
隊
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
、
区
長
や
狩
猟

免
許
を
有
す
る
人
な
ど
に
も
駆

除
を
許
可
す
る
体
制
が
必
要
で

は
。

　
　
　

町
職
員
に
も
狩
猟
免
許

取
得
者
が
い
る
の
で
対
応
し
た

い
。

　
　
　

役
場
庁
舎
整
備
へ
の
賛

否
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
ま
ず

は
町
民
理
解
を
深
め
る
た
め
、

誠
実
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
状
庁
舎
の
耐
震
改
修

工
事
の
必
要
性
や
そ
の
費
用
、

将
来
の
町
政
に
合
っ
た
機
能

性
、
建
設
期
間
、
補
助
金
な
ど
、

改
修
か
改
築
か
町
民
の
疑
問
へ

丁
寧
に
説
明
す
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

出
さ
な
い
対
応
や
、
感
染
者
の

人
権
守
る
対
策
は
。

　
　
　

情
報
を
注
視
し
て
感
染

拡
大
対
応
や
景
気
対
策
、
感
染

者
の
人
権
保
護
対
策
を
す
る
。

　
　
　

塙
厚
生
病
院
の
対
応

は
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
病
棟

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
感

染
の
心
配
が
あ
れ
ば
ま
ず
電
話

を
し
て
か
ら
病
院
入
口
で
問
診
。

そ
の
後
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性

を
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

新型コロナウイルス相談窓口

☎０１２０－５６７－７４７

☎０１２０－５６７－１７７

☎０２４－５２１－７２６２
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質
問

答
弁

　
　
　

塙
町
の
ヨ
ウ
コ
ウ
桜
が
、
明

治
神
宮
の
百
年
祭
に
合
わ
せ
植
樹
が

行
わ
れ
、
町
長
も
出
席
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
大
切
な
き
っ
か
け
で
、
町
の

知
名
度
を
上
げ
る
今
後
の
戦
略
を
伺

う
。

　
　
　

「
神
宮
の
森
芸
術
祭
・
東
北

桜
奉
納
祭
」
で
、
希
望
ヶ
丘
花
木
生

産
組
合
の
生
産
し
た
桜
を
奉
納
し
た
。

明
治
神
宮
に
あ
る
三
万
六
千
本
あ
る

樹
木
の
中
で
、
花
の
咲
く
桜
が
唯
一
、

塙
町
の
桜
と
な
っ
た
。
本
来
は
、
芸

術
祭
終
了
後
に
塙
町
に
戻
る
予
定

だ
っ
た
が
、
明
治
神
宮
第
十
一
代
宮

司
中
島
精
太
郎
氏
が
こ
の
桜
に
感
銘

し
、
神
宮
内
に
植
樹
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
最
も
適
し
た
場
所
に
植
樹

さ
れ
た
。
一
般
の
立
ち
入
り
が
制
限

さ
れ
て
い
る
所
で
、
大
々
的
な
宣
伝

は
難
し
い
が
、
町
内
の
桜
が
出
荷
さ

れ
る
時
に
、
明
治
神
宮
の
森
で
唯
一

の
桜
の
木
だ
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
塙
の
竹
を
神
宮
内
の
竹
垣
に

使
い
た
い
と
の
話
も
頂
い
て
い
る
。

　
　
　

総
務
省
が
５
月
に
発

表
し
た
休
業
者
数
は
、
前
年

同
月
の
１
１
７
万
人
か
ら
、

過
去
最
多
の
５
９
７
万
人
で

４
２
０
万
人
増
加
し
た
。
こ

の
状
況
が
続
け
ば
、
休
職
者

は
失
業
者
に
な
っ
て
い
く
。

様
々
な
要
因
で
、
地
方
に
移

住
を
考
え
て
い
る
人
達
も
お

り
、
こ
れ
は
町
に
と
っ
て

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
の

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
考
え
る

と
、
移
住
促
進
で
人
口
増
加

も
考
え
ら
れ
、
ぜ
ひ
取
り
組

み
た
い
。

　
　
　

新
規
就
農
の
障
害
は

投
資
が
大
き
く
、
従
来
の
融

資
制
度
で
の
返
済
は
リ
ス
ク

で
あ
る
。
業
務
委
託
の
「
農

業
セ
ン
タ
ー
組
織
」を
作
り
、

農
地
紹
介
や
援
農
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
農
機
具
貸
し
出
し
、

町
内
の
農
業
者
を
講
師
と
す

る
支
援
な
ど
、
従
来
の
農
業

政
策
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し

い
仕
組
み
作
り
で
、
就
農
支

援
や
農
業
の
再
生
を
す
る
構

想
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

新
し
い
形
で
の
行
政

の
関
わ
り
を
考
え
て
行
く
べ

き
。
前
例
の
縛
り
を
解
き
な

が
ら
、
各
地
区
の
特
性
を
生

か
し
た
農
地
の
維
持
管
理

を
、
従
来
の
手
法
や
実
績
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
取
り
組
み

を
し
た
い
。

　
　
　

移
住
農
業
者
向
け
住

宅
地
域
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

実
現
に
向
け
て
法
的

な
問
題
や
予
算
、補
助
事
業
、

利
用
可
能
な
場
所
な
ど
を
担

当
課
で
調
査
研
究
を
し
、
ソ

フ
ト
事
業
と
連
携
し
つ
つ
北

野
松
岡
線
開
通
を
見
据
え
事

業
化
を
考
え
た
い
。

明治神宮の百年祭に合わせた
町の知名度を高める戦略は
塙町の桜が出荷される時に明治神宮に
植えられた唯一の桜として伝えたい

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町
民
と
町
と
議
員
が

一
緒
に
な
っ
て
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い

定
住
促
進
や
農
業
振
興
は

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が

明治神宮百年祭パンフレット

民間と民間の契約に関して
議場で論ずるべきではない

　
　
　

民
法
改
正
で
、「
契
約
自
由

の
原
則
」
が
明
文
化
さ
れ
、
民
民
契

約
は
、
企
業
独
自
基
準
か
、
契
約
毎

に
両
者
の
協
議
で
決
め
ら
れ
て
も
違

法
性
は
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る

が
、
認
識
に
違
い
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

民
間
と
民
間
の
契
約
に
関
し

て
、
口
頭
契
約
の
場
合
で
も
町
と
し

て
は
、問
題
が
な
い
と
解
し
て
い
る
。

フ
ラ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
契
約
は
、口
頭
契
約
で
も
問
題
が
な
い
と
解
し
て
い
る

契
約
の
改
正
民
法
で
、「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
明
文
化
さ
れ
た

　　　
　
　

役
場
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会
の
構
成
は
。

　
　
　

行
政
区
長
連
合

会
、
農
業
委
員
会
、
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
東
白

連
合
婦
人
会
、金
融
機
関
、

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
代
表
８
名
。

　
　
　

改
修
か
改
築
は
い

つ
決
ま
る
の
か
。

　
　
　

検
討
委
員
会
の
意

見
を
聞
き
、
１
月
中
に
私

（
町
長
）
が
決
め
る
。

　
　
　

町
民
の
中
に
は
こ

の
経
済
状
況
下
で
と
思
う

方
も
い
る
と
思
う
が
、
町

民
の
理
解
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

耐
震
、
防
災
、
利

便
性
、
ま
た
財
政
面
で
も

有
利
な
起
債
が
で
き
る
現

時
点
が
、
町
民
に
と
っ
て

最
大
の
利
で
あ
る
と
い
う

事
を
説
明
し
て
い
く
。

　　
　
　

坪
単
価
２
百
万
円

は
、
何
を
基
準
に
算
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

過
去
の
建
築
工
事

や
、
直
近
の
他
自
治
体
庁

舎
建
築
費
を
参
考
に
、
余

裕
を
持
っ
た
算
定
に
し
て

い
る
が
、
可
能
な
限
り
圧

縮
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

設
計
委
託
は
。

　
　
　

委
託
料
や
時
間
的

制
約
が
あ
り
コ
ン
ペ
方
式

で
は
な
く
一
般
競
争
入
札

に
な
る
と
思
う
。

　
　
　

令
和
元
年
度
の
実

質
公
債
費
比
率
は
８
％
だ

が
、
庁
舎
改
築
の
起
債
に

よ
っ
て
比
率
は
ど
う
な
る

か
。

　
　
　

令
和
３
年
度
以
降

10
％
以
下
で
推
移
す
る
見

込
み
。

　
　
　

近
い
う
ち
に
返
済

が
終
わ
る
起
債
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

主
な
も
の
で
塙
中

学
校
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
返

済
が
終
わ
る
。

　
　
　

今
後
塙
町
が
他
市

町
村
と
の
合
併
は
な
い
の

か
。

　
　
　

合
併
は
な
い
。
庁

舎
改
築
は
自
主
自
立
し
た

町
づ
く
り
の
た
め
で
、
次

世
代
に
塙
町
を
繋
げ
て
い

く
意
志
を
示
す
も
の
と
し

た
い
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
の
改

修
工
事
や
水
道
料
金
問
題

な
ど
が
あ
り
、
庁
舎
改
築

と
な
れ
ば
町
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
、
改
築
費
の
圧
縮

が
大
前
提
で
は
な
い
か
。

　
　
　

我
々
の
雇
い
主
は

町
民
と
い
う
思
い
で
や
っ

て
い
く
。

町民への丁寧な
説明が大前提

菊
きくち

地　哲
てつや

也議員

役
場
庁
舎
の
改
修
か
改
築
は
い
つ
決
ま
る
の
か

１
月
中
に
私（
町
長
）が
決
め
る

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

１月中に方向性が決まる役場庁舎

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

誹
謗
中
傷
、
差
別
へ
の
相
談

窓
口
設
置
は
必
要
だ
と
思
う

が
、
何
か
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

人
権
擁
護
や
医
療
対

策
の
観
点
か
ら
も
、
今
後
担

当
課
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。　

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

新型コロナによる
人権への相談窓口は
担当課で対応していく

答
弁

質
問
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昨
年
の
台
風
19
号
で
被
害

を
受
け
た
地
区
の
対
策
は
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　

工
事
用
排
水
ポ
ン
プ
４
台

を
、
大
雨
想
定
時
に
レ
ン
タ
ル
し

て
備
え
た
い
。
ま
た
家
屋
か
さ
上

げ
補
助
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

農
業
振
興
策
の
中
で
も
稲

作
は
中
心
で
あ
る
が
、
今
年
の
カ

メ
ム
シ
被
害
が
ひ
ど
く
防
除
の
補

助
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

答
弁

　
　
　

令
和
２
年
中
の
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
水
稲
被
害
は
７
ha
超

と
、
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
猟
期
拡
大
に
よ
っ
て

被
害
を
防
ぐ
し
か
な
く
町
の
対

応
を
伺
う
。

　
　
　

町
単
独
で
は
対
策
が
難

し
い
。

　
　
　

今
の
ま
ま
で
は
被
害
は

拡
大
す
る
。
農
家
を
切
り
捨
て

る
の
か
。

　
　
　

切
り
捨
て
る
こ
と
は
し

な
い
。
町
村
会
を
含
め
た
東
白

川
郡
で
対
応
す
れ
ば
可
能
性
も

あ
る
。

　
　
　

売
却
の
相
手
先
と
物
件

詳
細
は
。

　
　
　

㈱
レ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、
建
物
と
周
辺
の
土

地
約
４
千
５
百
㎡
。

　
　
　

売
却
の
詳
細
は
。

　
　
　

酒
造
免
許
取
得
後
の
令

和
３
年
３
月
頃
売
却
と
な
る
見

込
み
だ
が
、
売
却
価
格
に
つ
い

て
は
現
状
未
算
定
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
酒
を
造
る

の
か
。

　
　
　

麦
焼
酎
と
ウ
イ
ス
キ
ー

を
造
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
会
社
と
町
の
関
わ

り
は
。

　
　
　

町
内
の
遊
休
農
地
で
原

料
の
大
麦
を
作
り
た
い
。
ま
た

製
造
し
た
酒
を
町
内
で
の
提
供

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
な

ど
特
産
品
に
し
た
い
。

水稲のイノシシ被害に
罠猟期拡大を!
町単独では難しく
東白川郡で対応したい

鈴
すずき

木茂
しげる

議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

酒
造
免
許
取
得
後
に

焼
酎
・
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
る
企
業
へ
譲
渡
し
た
い

旧
焼
酎
工
場
売
却
の
詳
細
は

イノシシ被害の水田

今のイノシシ対策では
米の被害は拡大してゆく

その他の質問

　　　
　
　

こ
ど
も
園
設
計
の

主
要
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　
　
　

多
世
代
交
流
を
図

り
な
が
ら
子
ど
も
達
の
健

全
育
成
が
可
能
な
幼
保
一

体
型
こ
ど
も
園
が
コ
ン
セ

プ
ト
。
空
間
は
明
る
く
開

放
的
で
、
文
化
的
な
町
の

誇
り
に
な
る
施
設
。
耐
震

面
や
防
犯
面
、
環
境
に
配

慮
し
た
。

　
　
　

来
年
度
遊
具
移
設

と
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
遊
具
は
。

　
　
　

旧
塙
幼
稚
園
よ

り
、
８
連
登
棒
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
、
３
連
鉄
棒
。

旧
塙
保
育
園
よ
り
大
型
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
イ

ラ
ン
ド
コ
テ
ー
ジ
）
を
計

画
し
て
い
る
。

　
　
　

保
育
士
不
足
に
よ

る
待
機
児
童
は
解
消
し
た

か
。
ま
た
、
職
員
募
集
要

件
は
適
正
か
。

　
　
　

待
機
児
童
は
解
消

さ
れ
て
い
な
い
。
募
集
要

件
は
今
年
度
法
定
化
さ
れ

た
内
容
で
適
正
。

　
　
　

こ
ど
も
園
で
の
教

育
実
習
受
け
入
れ
状
況
は
。

　
　
　

過
去
３
年
は
い
た

が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
０
名
。

な
お
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
10
名
受
け
入

れ
た
。

発想の転換が必要！

金
かなざわ

澤　太
たろう

郎議員

こ
ど
も
園
へ
の
遊
具
移
設
は

令
和
３
年
度
に
旧
塙
幼
稚
園
や

保
育
園
か
ら
移
設
す
る
計
画

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
町の農政課題に
どう対応するか
施策があれば
積極的に周知や活用する

　
　
　

小
規
模
家
族
農
業
の
現
金
収

入
に
直
結
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

ハ
ウ
ス
補
助
等
に
活
用
で
き

る
農
業
施
策
が
公
開
さ
れ
れ
ば
、
積

極
的
に
周
知
し
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

町
内
遊
休
農
地
の
現
況
は
。

　
　
　

再
利
用
可
能
が
１
１
５
・
４

㏊
、
再
利
用
困
難
が
１
９
２
・
２
㏊
。

　
　
　

再
利
用
可
能
な
遊
休
農
地
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

花
木
含
め
柔
軟
に
対
応
が
必

要
。
町
民
で
も
活
用
事
例
が
あ
り
、

様
々
な
意
見
を
頂
き
た
い
。

質 問答 弁

質
問

答
弁

　
　
　

不
正
ア
ク
セ
ス
等
で
個
人
情

報
流
出
時
の
賠
償
対
策
は
。

　
　
　

町
に
起
因
す
る
損
害
賠
償
に

備
え
た
総
合
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
個
人
情
報
の
流
出
賠
償
も
含
ま

れ
る
。

　
　
　

町
で
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の

外
部
侵
入
対
策
は
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
切
り

離
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
運
用
し
て

い
る
。

　
　
　

塙
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
発
行
状
況
は
。

　
　
　

令
和
２
年
11
月
末
時
点
で
交

付
枚
数
１
１
３
２
件
、
交
付
率
13
・

４
％
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
付

帯
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る
予
定
だ
が
導

入
の
考
え
は
。

　
　
　

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行

を
検
討
し
た
が
、
維
持
費
が
高
額
で

見
送
っ
た
。
今
後
費
用
対
効
果
を
含

め
、
真
に
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
か

ど
う
か
検
討
す
る
。

　
　

役
場
内
シ
ス
テ
ム
の
危
機
管
理
は

賠
償
保
険
加
入
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
切
り
離
し
で
対
応
し
て
い
る

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

交付率が上昇した
マイナンバーカード

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問



　
　
　

旧
焼
酎
工
場
の

再
利
用
計
画
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　

令
和
２
年
６
月

に
、
千
葉
県
の
㈱
レ
オ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
た
。
そ
の
後
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
工
場
稼

働
に
向
け
た
工
事
が
遅

れ
、
現
状
か
ら
推
測
す

る
と
令
和
３
年
３
月
に

酒
造
免
許
が
取
得
で
き

る
予
定
だ
。
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新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に

よ
る
主
食
用
米
の
需
要
低
下

で
、
米
余
り
か
ら
米
価
下
落

を
招
く
恐
れ
が
見
込
ま
れ
る

が
、
ま
ち
独
自
の
米
生
産
者

所
得
確
保
に
つ
な
が
る
対
策

は
。

　
　
　

主
食
用
米
か
ら
飼
料

用
米
に
転
換
し
た
場
合
、
一

反
あ
た
り
経
営
所
得
安
定
対

策
で
、
９
万
２
千
円
が
交
付

さ
れ
、
こ
こ
に
町
産
地
交

付
金
４
千
円
を
上
乗
せ
し

９
万
６
千
円
と
な
る
。
細
か

い
要
件
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
非
主
食
用
米
へ
の

転
換
を
促
し
た
い
。

　
　
　

県
は
２
０
２
１
年
産

米
作
付
け
面
積
を
３
５
０
０

ha
減
と
す
る
目
安
を
示
し
て

い
る
が
、
塙
町
の
減
反
割
り

当
て
は
。

　
　
　

減
反
割
り
当
て
は
22

ha
で
あ
る
。

　
　
　

塙
町
は
東
京
都
練
馬

区
や
葛
飾
区
と
防
災
協
定
を

締
結
し
、
災
害
対
応
に
塙
町

産
緊
急
備
蓄
米
倉
庫
を
町
内

に
建
て
る
考
え
は
。

　
　
　

東
京
都
江
戸
川
区
と

の
話
し
合
い
中
で
計
画
さ
れ

た
が
、
現
状
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
海
外
輸
出
を
見

込
ん
で
契
約
を
交
わ
し
た
、

㈱
フ
ラ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
活
用

し
て
の
塙
町
産
の
米
輸
出
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
で
、
農
産
物
輸
出
は

難
し
い
が
、
米
は
白
米
に
す

れ
ば
加
工
品
扱
い
に
な
り
輸

出
は
可
能
で
、
今
後
進
め
て

い
く
考
え
だ
。

　
　
　

那
倉
米
の
会
が
栽
培

し
た
米
で
醸
造
し
た
特
別
純

米
酒
「
葛
飾
の
花
」
ラ
ベ
ル

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
収
束
を
願
う
「
福
」
の
文

字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
。
会
員
へ
の
何
ら
か
の
後

押
し
や
町
の
物
産
品
に
は
な

ら
な
い
の
か
。

　
　
　

塙
町
産
と
し
て
は
難

し
い
が
、
別
な
形
で
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

米
価
下
落
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
中
、
今
後
の
農
業

経
営
に
向
け
て
コ
ス
ト
削
減

に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
。

　
　
　

コ
ス
ト
削
減
に
は
圃

場
の
大
規
模
化
が
必
須
。
そ

の
た
め
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
に
取
り
組
む
事
で

国
か
ら
支
援
が
受
け
ら
れ
、

そ
の
中
に
基
盤
整
備
事
業
も

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
塙
町

産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

旧焼酎工場のその後は
㈱レオコーポレーションへの賃貸借契約を締結

　
　
　

令
和
元
年
に
大

規
模
な
改
修
工
事
後
の

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
利
用
状

況
は
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
前
年
度

比
65
％
の
利
用
状
況

だ
っ
た
。
今
後
は
昇
温

設
置
等
に
よ
り
水
温
が

適
度
に
な
っ
た
の
で
、

新
た
に
初
心
者
向
け
の

水
泳
教
室
な
ど
を
計
画

し
た
い
。

Ｂ＆Gプール改修工事後の利用状況は
前年度比６５％である
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質
問

答
弁

　
　
　

10
月
14
日
議
会
全
員
協

議
会
で
、
役
場
庁
舎
改
築
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も

突
然
で
計
画
性
も
な
く
、
町
施

策
の
あ
り
方
と
し
て
問
題
と
思

う
。
現
在
町
が
や
る
べ
き
施
策

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

は
な
い
か
。 

 

　
　
　

町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
数
々
行
っ

て
い
る
。
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の

配
布
、
子
育
て
世
帯
応
援
臨
時

交
付
金
、
エ
ー
ル
商
品
券
、
公

共
事
業
施
設
の
休
業
補
償
等
を

対
応
し
て
き
た
。

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
無
料
化

は
検
討
に
入
ら
な
い
か
。

　
　
　

他
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
東
白
川
郡
で
進
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　

町
人
口
が
減
少
す
る
な

か
、
少
子
化
対
策
を
優
先
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

仲
人
慰
労
金
を
出
し
た

時
代
も
あ
り
、
か
な
り
の
カ
ッ

プ
ル
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
制
度
を
検
討
し
て

み
た
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

急
き
ょ
突
然
に
実
施
設
計
を
発

注
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
あ
る

が
、
短
期
間
で
の
計
画
や
議
論

不
足
で
は
良
い
も
の
が
で
き
な

い
。
は
な
わ
こ
ど
も
園
建
設
運

営
の
検
証
は
。

　
　
　

開
園
後
８
か
月
で
の
検

証
は
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
か
ら
１
、
２
年
の
間

に
検
証
し
て
み
た
い
。
今
こ
の

時
点
で
や
る
気
は
な
い
。

　
　
　

町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
、
長
期
総
合
計
画
に
も

庁
舎
改
築
が
入
っ
て
い
な
い

が
、
町
長
は
何
を
基
準
に
行
財

政
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

計
画
も
大
切
な
こ
と
だ

が
、
思
っ
て
い
る
こ
と
は
最
大

限
町
民
に
と
っ
て
利
益
に
な
る

こ
と
、
負
担
に
な
ら
な
い
手
法

を
最
優
先
と
考
え
る
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
施

設
管
理
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る

が
。

　
　
　

振
興
公
社
が
無
け
れ

ば
、
建
物
自
体
に
町
が
直
接

入
っ
て
運
営
や
維
持
管
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
管

理
費
負
担
は
当
然
と
解
し
て
い

る
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
敷

地
内
に
設
置
し
た
天
体
望
遠
鏡

の
利
用
状
況
は
。　
　
　

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

役場庁舎改築は問題と思うが

町民にとって利益になること

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

管
理
費
を
負
担
す
る
こ
と
は
当
然

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
管
理
費
が
増
加
傾
向
だ
が

役場庁舎改築計画がある本庁舎と改築（５０ｍ×２０ｍ）位置

長期総合計画や全ての計画は
何のためにあるのか非常に疑問！

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

町
出
資
の
誘
致
企
業
が
、
民

有
林
や
国
有
林
を
伐
採
し
た
と
月
刊

誌
に
掲
載
さ
れ
た
が
、事
実
関
係
は
。

　
　
　

誤
伐
と
い
う
こ
と
で
始
末
書

を
提
出
し
た
。
内
容
は
錯
誤
伐
採
の

経
緯
、
原
因
、
そ
の
後
の
経
過
、
謝

罪
説
明
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
相
当
分

の
代
金
支
払
い
報
告
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
。
町
長
と
塙
町
観
光
協
会

が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。

　
　
　

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
行
政
手

続
き
の
押
印
省
略
化
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　

具
体
的
な
方
針
等
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
必
要
な
検
討
を

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

50ｍ
×
20ｍ

質 問答 弁

米
生
産
へ
の
所
得
確
保
に
つ
な
が
る
対
策
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
非
主
食
米
へ
の
転
換
を

新型コロナ感染
　いつまで続くのやら・・・

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員
質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

人農地プランの資料

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁



　
　
　

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
伐

採
に
伴
う
地
元
住
民
や
山
林

地
権
者
へ
の
説
明
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

説
明
と
謝
罪
を
し
代

金
を
支
払
っ
た
が
、
共
有
者

１
名
の
住
所
が
不
明
だ
っ

た
。

　
　
　

鮫
川
村
山
林
内
の
樹

木
伐
採
に
よ
り
、
山
林
所
有

者
か
ら
被
害
届
が
提
出
さ
れ

た
情
報
は
。

　
　
　

承
知
し
て
い
な
い
。

　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
キ
ン
グ
が

ダ
リ
ち
ゃ
ん
号
を
使
用
し
東

京
へ
花
卉
を
輸
送
し
て
い
る

と
聞
く
が
。

　
　
　

令
和
２
年
５
月
中
旬

ま
で
数
回
使
用
し
た
が
、
そ

の
後
は
民
間
運
送
会
社
に
よ

る
出
荷
。

　
　
　

笹
原
小
学
校
及
び

幼
稚
園
の
統
廃
合
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で

実
施
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

検
討
す
る
必
要
は

あ
る
が
、
現
状
実
施
の
予

定
は
な
い
。

　
　
　

今
年
度
敬
老
会
支

援
事
業
を
中
止
し
た
た
め
、

各
地
域
の
敬
老
会
は
中
止

さ
れ
た
が
、
予
算
の
活
用

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

　
　
　

高
齢
者
の
対
策
事

業
に
活
用
し
た
い
。

　
　
　

町
税
の
滞
納
状
況

は
現
状
ど
の
よ
う
に
。

　
　
　

合
計
７
７
６
人
で

約
１
億
５
千
万
円
。
対
応

は
督
促
状
の
発
行
や
各
種

調
査
や
相
談
を
行
っ
て
い

る
。

ドウダンツツジ伐採の地権者説明は
悦明と謝罪をし代金を支払った

塙町議会だより第153号塙町議会だより第153号 1213

質
問

答
弁

質 問答 弁　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
に
伴

う
地
域
振
興
券
２
万
５
千

円
は
全
町
民
に
配
布
さ
れ

た
か
。

　
　
　

住
民
登
録
で
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
３
名
以
外

は
配
布
で
き
た
。

　
　
　

近
隣
他
町
村
で
も

同
様
の
対
策
が
さ
れ
た

が
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
　

棚
倉
町
は
ク
ー
ポ

ン
券
１
人
千
円
、
給
付
金

は
１
人
１
万
円
。
矢
祭
町

は
１
世
帯
２
万
円
プ
レ
ミ

ア
ム
１
万
円
の
商
品
券
を

５
千
円
で
販
売
。
鮫
川
村

で
は
商
品
券
１
人
１
万
円

を
２
回
配
布
。

　
　
　

他
町
村
よ
り
多
額

の
振
興
券
を
配
布
し
た
理

由
は
。

　
　
　

担
当
課
全
職
員
と

協
議
し
た
結
果
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
し

て
、
予
算
再
編
成
な
ど
の

考
え
は
。

　
　
　

第
３
次
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
有
益
活
用

す
べ
く
、
予
算
再
編
成
時

は
臨
時
会
で
議
員
の
了
承

を
得
た
い
。

　
　
　

Ａ
Ｉ
体
温
検
知
カ

メ
ラ
５
台
は
ど
こ
に
設
置

し
て
あ
る
か
。

　
　
　

道
の
駅
に
２
台
、

役
場
、
湯
遊
ラ
ン
ド
、
レ

ス
ト
ラ
ン
天
領
に
各
１

台
。

　
　
　

町
内
の
園
児
や
児

童
、
生
徒
の
体
温
計
測
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　

各
家
庭
で
計
測

し
、
管
理
さ
れ
て
い
る
。

先
せんゆうこうらく

憂後楽

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久議員

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
町
の
対
策
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
有
益
に
活
用
し
た
い

　
　
　

元
気
ふ
く
し
ま
地
域
づ

く
り
交
流
促
進
事
業
の
概
要
や

計
画
と
今
後
の
展
開
は
。

　
　
　

道
の
駅
は
な
わ
を
核
と

し
、
地
域
資
源
の
活
用
と
未
来

に
希
望
が
持
て
る
地
域
社
会
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

旧
塙
保
育
園
跡
地
利
用

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

民
間
の
社
会
福
祉
事
業

者
か
ら
実
施
決
定
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　
　
　

旧
塙
幼
稚
園
の
教
室

を
、
学
童
保
育
に
活
用
す
る
用

途
変
更
に
伴
う
建
築
確
認
と
、

改
築
工
事
完
了
後
の
塙
小
学
校

か
ら
の
移
行
時
期
は
。

　
　
　

令
和
２
年
度
中
に
工
事

が
完
了
し
、
令
和
３
年
度
の
長

期
休
暇
か
ら
移
行
し
た
い
。

　
　
　

旧
常
豊
小
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
、
現
在
の
常
豊
地
区
公
民

館
機
能
を
移
し
て
欲
し
い
と
地

域
の
要
望
が
あ
る
が
。

　
　
　

地
域
か
ら
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
た
う
え
で
進
め
た

い
。

　
　
　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
誘

致
活
動
で
組
織
さ
れ
た
、
塙
町

林
業
振
興
協
議
会
の
活
用
と
今

後
の
展
開
は
。

　
　
　

町
の
林
業
を
推
し
進
め

る
た
め
に
、
情
報
共
有
し
な
が

ら
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
駆
除
対
策

に
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
や
シ
ョ
ウ
ガ

を
植
え
て
成
功
し
て
い
る
他
の

自
治
体
を
参
考
に
実
証
実
験
の

考
え
は
。

　
　
　

色
々
な
イ
ノ
シ
シ
対
策

を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
町
内
に
配
布
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

風
呂
山
公
園
の
ツ
ツ
ジ

が
、
広
範
囲
に
わ
た
り
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
早

急
に
食
い
止
め
る
手
段
と
対
策

は
。

　
　
　

猟
友
会
に
捕
獲
を
依
頼

し
て
い
る
。

町づくりの諸課題に対して

実施できるよう前向きに検討

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

答
弁

民間利用の話が進む旧塙保育園

重
ちょうけんてんじつ

見天日
悪い状態を脱し再び良い
方向へ向かうこと

そ
の
他
の
質
問

　
　
　

現
状
の
役
場
庁
舎
は
、

頻
繁
に
起
き
て
い
る
自
然
災
害

に
対
し
て
職
員
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
三
密

状
態
の
職
場
環
境
で
、
安
全
確

保
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

庁
舎
外
見
よ
り
内
部
の

経
年
劣
化
が
ひ
ど
い
状
況
で
危

険
で
あ
る
。

　
　
　

大
規
模
な
自
然
災
害

時
、
役
場
庁
舎
は
避
難
所
の
役

割
を
果
た
す
機
能
が
備
わ
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

役
場
機
能
が
停
止
し
た

場
合
、
住
民
の
方
を
受
け
入
れ

る
避
難
施
設
と
し
て
の
役
割
は

期
待
で
き
な
い
。

　
　
　

障
が
い
者
利
用
に
対
応

し
た
設
備
が
な
い
が
、
現
状
で

は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

や
さ
し
い
庁
舎
で
は
な

い
が
、
現
状
は
そ
の
都
度
職
員

が
対
応
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

改
修
か
改
築
は
町
の
将
来
に
対
す
る
大
き
な
意
思

役
場
庁
舎
の
現
状
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

輸送に使用されたダリちゃん号

質
問

答
弁
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時 会 の
あ ら ま し
臨

11 月教育現場のＩＣＴ化がより一層加速
タブレット端末５５５台を町が購入

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
５
５
５

　
　

台
の
根
拠
は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
児
童
生
徒

　
　

及
び
教
職
員
の
数
が
６
２
０

名
で
、
既
存
68
台
に
今
回
の
購

入
分
と
合
わ
せ
て
合
計
６
２
３

台
と
な
る
。

　
　

月
額
１
万
円
程
度
サ
ポ
ー

　
　

ト
費
用
が
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
、
技
術
者
雇
用
と
い
う
考

え
方
は
な
い
の
か
。

　
　

国
や
県
へ
補
助
に
つ
い
て

　
　

働
き
か
け
る
の
と
同
時

に
、
雇
用
に
つ
い
て
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
　

非
常
時
の
使
用
方
法
は
具

　
　

体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

自
宅
学
習
が
で
き
る
環
境

　
　

を
整
え
る
目
的
で
端
末
貸

し
出
し
を
す
る
。

　
　

貸
出
時
に
山
間
部
な
ど
の

　
　

通
信
条
件
不
利
地
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　

全
町
で
光
回
線
が
入
っ
て

　
　

い
る
の
で
カ
バ
ー
で
き
る

が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

wi-

fi
ル
ー
タ
ー
20
台

　
　

で
足
り
る
の
か
。

　
　

ネ
ッ
ト
環
境
の
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
を
実
施
し
、
概
算
で
20

台
と
計
上
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

　令和２年11月16日に

第７回臨時会（会期１日

間）が午前 10 時より開

会されました。条例改

正３件と財産の取得１

件の計４議案について

審議を行いました。

議案第60号
議会議員の議員報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例改正

議員期末手当算定基礎割合
（100/162.5 → 100/157.5）の減額変更

原
案
可
決

議案第61号 町長等の給与及び旅費に関する条例改正
町長期末手当算定基礎割合
（100/167.5 → 100/162.5）の減額変更

議案第62号 職員の給与に関する条例改正
職員期末手当算定基礎割合
（100/127.5 → 100/122.5）の減額変更

議案第63号 財産の取得について
町内の小中学生と教職員が使用できるＩＣＴ
教育用端末等の購入

議　案　の　審　議　結　果

あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

移住定住と新規就農施策をどうするのか
令和元年１２月定例会

林業アカデミー誘致の考えは
令和元年６月定例会

林業アカデミー実習地に塙町が選定される

ひとつの手掛かりとして考えたい
令和２年１２月定例会

塙町の優位性を訴えぜひ誘致を進めたい

少子化の中で早急に検討しなければならない

答弁

答弁

その後

その後

林業は塙町の主要産業で、福島県が林業

従事者の育成を目的とした林業アカデ

ミーを設立するとしているが、塙町への

誘致を検討するべきではないか。

国道 118 号線から工業団地までの道路

改良工事で、町道西河内塩沢線も延長

し、国道 289 号線へ接続する計画がある

のか。また、町内随一の日照条件に恵ま

れた地の利を生かした農地付き宅地など

を開発して、都会からの若い農業移住者

に小規模住宅と畑や農業倉庫が建てられ

る、就農住宅プランなどの考えはあるの

か。

令和元年９月に、塙町林業振興協議会が

福島県に対する誘致活動を行い、令和２

年１月には塙町議会としての要望書を提

出。同年２月に林業アカデミーの本拠地は

郡山市内に決定されたが、アカデミーの実

習地として塙町が１２月に選ばれ、町や議

会、林業関係者が一体となった活動が成

果を生んだ。

移住定着農業者向け地区の設置は、北野

松岡線の実現に伴い国道１１８号線と常

豊地区とのアクセスが大幅に改善され

る。日照時間も多い地域なので、これら

を考えると一番先に実現可能であると考

える。様々な調査研究をしながら、事業

化に向けて考えていきたい。

塙町は誘致するにかなり条件が揃ってい

ると認識している。町有施設や森林面積、

林業事業体も複数あることは、他地域に

も負けてないという強い想いもあって、

ぜひ誘致に向けて努力したい。

県との事業調整会議の中で県道昇格を要

請しており、就農者を呼び込む施策も必

要と考えている。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
の
た
め
、
塙
町
内
の
小
中

学
校
す
べ
て
の
児
童
、
生
徒
、
教
職
員
に
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
１
人
１
台
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
推
進
と
、
非

常
時
の
休
校
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
る
対
応
も
可
能
に
さ
せ

る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
関
連
機
器
な
ど
総
額
３
４
５
４
万

円
の
購
入
。

文部科学省の施策イメージ

最新装備の林業従事者

ＡＡ QQＡＡ QQＡＡ QQ

ＡＡ QQＡＡ QQ
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・調　査　日：令和 2年 12 月 2 日（水）

・場　　　所：議場

・出 席 委 員：吉田克則委員長

　　　　　　　ほか委員全員（計：12 名）

　　　　　　　※議長は職務出席

・説　明　員：町長、教育長、各課等の長

・調査まとめ

（１）今後 10 年間の財政見通し

・町税は概ね 8 億円台、交付税は 30 億円台

　で推移していく見込みで、年度ごとの国や

　県補助事業への取り組み状況にもよるが、

　歳入歳出予算規模は 55 億から 60 億円台の

　中期的見通し。

（２）委員会としてのまとめ

　個別事業計画について説明を受け、委員間

討議を経て本計画案全般を了承と結論付けた

が、有利な財源確保と基金活用のバランスを

取り、長期総合計画に沿う町財政規模に見

合った事業の実施や予算計上を望むものであ

る。

（３）委員会内での主な質疑（抜粋）

Ｑ：デイサービスセンター整備事業の計画詳

　　細は。

Ａ：場所は移設せず現行のまま。建物は木造

　　二階建てで各種事務所スペースを設ける

　　計画。

Ｑ：防災マップ見直し詳細と、防災計画改定

　　との関連性は。

Ａ：防災マップ更新は、令和２年度に県が久

　　慈川周辺の浸水マップを公表するが、川

　　上川が令和３年度となっており、それを

　　受けて４，０００冊の防災マップを新規作

　　成する。地域防災計画については、新規

　　防災マップをベースに計画を新たに作り

　　直す。

Ｑ：賄い材料購入事業の国県支出金は、どの

　　ように算出しているのか。

Ａ：国県支出金は地産地消食材に係る割合で

　　算出されるため、計上された金額が見込

　　まれる。

Ｑ：公用車４００万円のトラック購入とある

　　がその詳細は。

Ａ：規格は２トンダンプかダブルキャブのダ

　　ンプを予定している。

Ｑ：教育支援委員が現状７名で足りるのか。

Ａ：支援員の配置状況は、支援すべき子ども

　　の状況により増員も今後検討したい。

Ｑ：こども園来客駐車場の詳細は。

Ａ：こども園南側の製材工場跡地で、約50台

　　分の駐車スペースとなる見込み。更地に

　　なった状態で購入する予定である。

Ｑ：地域公共交通運行再編について、現状福

　　島交通の路線廃止や見直しをするのか。

　　またタクシー利用助成との兼ね合いはど

　　うなのか。

Ａ：塙町公共交通活性化協議会において、様

　　々な交通体系とスクールバスとの関連性

　　を含めて検討する。またタクシー利用助

　　成も利用者が増加傾向で、町全体の公共

　　交通体系全般を見直すこととなる。

Ｑ：役場庁舎改築時に、購入計画である国有

　　地の取引手法は。

Ａ：財務省と協議する事となるが、取引手法

　　は不明。

予算決算常任委員会報告

塙町振興計画（令和 3～ 5年度）案について

みんなで創る未来のはなわ町

閉会中所管事務 調査レポート

・調　査　日　令和 2年 10 月 13 日（火）

・場　　　所　委員会室及び現地

・出 席 委 員　下重義人委員長

　　　　　　　ほか委員全員（計 6名）

・調査まとめ

（１）自転車活用町づくり

　令和元年に「三角形の道」が全国４番目の

認定コースとなり、「塙町サイクルツーリズ

ム推進協議会」が設立された。さらに東白川

郡 4町村の広域による「東白川地方自転車活

用推進協議会」も設立され、令和 2年に 5年

間の推進計画を策定した。国土交通省も「奥

久慈街道」をモデルルートに認定した。今後

は自転車活用推進により、主要道路の速やか

な改良工事や健康づくり、観光、地域振興及

び誘客につながる事を期待する。

（２）ダリア生産体制など

　平成 9年からダリアを中心とした観光の町

づくりが始まり、平成 22 年から本格的に「産

業」として「塙町ダリア切花生産推進協議会」

を設立し出荷を開始した。しかし生産者の増

加は思わしくなく、27 年以降販売額も伸び

悩んでいる。今後は新品種の確保、品種の絞

り込みや、流通方法の見直しも必要となって

くる。海外への展開は（株）フラワーキング

と契約を交わしている。町、生産者にとって

ダリア生産が農業所得の増大や、町の更なる

振興につながる事を期待している。

経済常任委員会報告

町づくり施策の現状調査を行う

・調　査　日　令和 2年 10 月 22 日（木）

・場　　　所　委員会室及び現地

・出 席 委 員　七宮広樹委員長

　　　　　　　ほか委員全員（計 7名）

・調査まとめ

　今年度、高齢者が安心して住み続けること

のできる町づくりの推進及び移住定住の促進

を図るため、塙町高齢者等共同住宅（シェア

ハウス）が町所有の建物を活用し、工事費

1,691 万円をかけ大規模な改築工事が完了し

た。ロケーションは塙町商工会の南側に位置

し、役場や病院、商店街に近く利便性も良い。

また敷地内には駐車スペースも確保されてい

た。現地調査の前に、平面図上で利用者の使

い勝手に配慮した間取りを確認し、関連条例

について説明を受けた。調査時点では利用者

はいないが、冬季期間に利用する高齢者の動

向に注視しながら、町民交流の場として、ま

た塙町内での生活体験の場として、使用方法

等を照査しながら、町民のために役立つ施設

になる事を願う。

　その後現地に移動し、建物内のバリアフ

リー、手すり、ＩＨクッキングヒーターの設

備を確認した。利用者が安心安全で快適に過

ごせる住環境が確保されていたが、寝具やエ

アコン以外の暖房器具は持ち込みとなるた

め、リース会社の斡旋など使い勝手について

今後協議すべきと感じた。

総務常任委員会報告

高齢者が安心して住み続ける町へ

シェアハウス調査のようす

ＰＲ用パンフレット
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2.10. 1 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.10. 7 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.10. 8 福島県町村議会議長会主催議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○

2.10.13 経済常任委員会（町づくり施策の現状） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

2.10.14 全員協議会（役場庁舎改築） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.10.22 総務常任委員会（シェアハウスと福祉施策） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.11.16 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

2.11.16 11 月臨時会（条例改正、財産の取得） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12. 2 予算決算常任委員会（振興計画審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12. 2 議会運営委員会（12 月定例会運営） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

2.12. 4 全員協議会（教育点検評価報告など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12.10 12 月定例会（1日目：議案説明、請願審査付託）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12.10 総務常任委員会（請願審査、閉会中審査内容決定）○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.12.10 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

2.12.10 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.12.11 12 月定例会（2日目：一般質問 6名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12.14 12 月定例会（3日目：一般質問 3名、議案審議）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12.14 全員協議会（議会報告会開催について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.12.14 議会運営委員会（12 月定例会検証） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外

議会のできごと

町村議会議員研修へ参加
 10 ⽉ 8⽇（⽊）午後 1時からユラックス
熱海（郡⼭市）で、福島県町村議会議⻑会主
催の議員研修会が⾏われました。前総務⼤
⾂の⽚⼭善博⽒による「ポストコロナの地
⽅⾃治を考える」と題した講演では、コロ
ナ禍による⾮常事態だからこそ、住⺠から
意⾒を聞いて様々な問題に⽴ち向かうべ
く、議会を開き討論する事の重要性を説い
ていました。
 また、「今後の政局・政治の⾏⽅」につ
いて、ジャーナリストの⾓⾕浩⼀⽒が⾃⾝
の取材等からの経験や⾒解を話されまし
た。なお、会場には県内各地から参加議員
が⼀堂に会する研修でもあったため、感染
症予防の観点から様々な対策が施され、例
年とは違う開催となりました。10 月 8 日開催研修会のようす

１．表紙・裏表紙について

　・かわいらしい園児の姿に心がなごむ。

　・表題の文字を毎回町内の小中学生から

　　募集してみてはどうか。

２．９月定例会関連記事について

　＜前年度決算審議＞

　・科目ごとに質疑応答形式の記載は読み

　　やすい。

　・事業実績も写真と一緒に金額があって

　　分かりやすい。

　＜議案審議など＞

　・文字量が多いページは読むのに苦労す

　　る。

　・議員発議の意見書は、詳細をもう少し

　　掲載すべきだった。

３．一般質問記事について

　・質問項目が重複した場合の掲載調整は

　　不要ではないか。

　・同一質問でも、質問角度が違うため読

　　者もより多くの情報が得られるのでい

　　い。

４．後半ページについて

　・コロナ禍において「傍聴者インタビュー」

　　は一考しなければならない状況ではな

　　いか。

５．その他ご意見

　・特集記事で、３～５年度の塙町をどう

　　したいかという目標を全議員にインタ

　　ビュー形式でシリーズ化してはどうか。

　前回 10 月 16 日発行の議会だより 152 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。
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。
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よ
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東
日
本
大
震
災
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中
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、
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ル
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と
不
幸

な
出
来
事
が
続
け
ざ
ま
に
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い

か
か
っ
て
き
て
い
る
。
今
ほ
ど

生
命
や
健
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の
危
機
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暮
ら
し

や
経
済
の
悪
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に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
時
は
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。
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よ
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で
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月
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で
は
コ
ロ
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の
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を
数
多

く
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い
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民
１
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あ
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５
千
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配
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い

か
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。
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。
今
後
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の
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す
。

議
員
活
動
に
エ
ー
ル
を

議
員
活
動
に
エ
ー
ル
を
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エ
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を

生
うぶかた

方 和
かずひろ

廣さん
（八幡）
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令和３年３月定例会は
３月１０日（水）からの予定です。
場所　役場２階　議場
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皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：植田青年会
活 動 場 所：植田区内
会　　　長：菊地洋平　TEL４３－０５０６
会　　　員：１５名

　植田青年会のメイン活動は毎年８月１３日

に開催される盆踊りです。焼き鳥、焼きそば、

生ビール、おもちゃなどの夜店を出し懸賞踊

りでたくさんの商品も当たります。昔は養
ようさん

蚕

神社のお祭りだった盆踊りですが、会員が減

少する中で先輩達や植田区民の皆さんの協力

を得て今も続いています。

　令和２年は新型コロナの流行により、盆踊

りなど青年会行事はすべて中止となりました

が、新しい年は新型コロナ収束を願い、再び

楽しい仲間たちと活動したいです。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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和
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。

　

１
月
に
国
内
第
一
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目
と
な
る
武

漢
旅
行
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あ
る
感
染
者
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れ
、
４
月
に
は
緊
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態
宣
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が
発

令
さ
れ
ま
し
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。
一
度
は
落
ち
着
い

た
状
況
で
し
た
が
、７
月
に
第
二
波
、

12
月
に
は
第
三
波
と
一
向
に
収
束
の

兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
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地域を盛り上げる会員

傍聴時は感染症予防の観点から
マスク着用をお願いします　　

新型コロナを吹き飛ばせ！


